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トマト　英名：Tomato　分類：ナス科ナス属に属する 1～多年生野菜
　学名：Solanum lycopersicum L.

・�原産地：南アメリカ・アンデス山系。
・温度適応性：温暖な気候に適する。
・発芽適温：20 ～ 30℃（最低 10℃～最高 35℃）。
・�生育適温：昼間 25 ～ 30℃、夜間 10 ～ 15℃。30℃以上の高温では、着果 ･肥大 ･着色が不
良となり、35℃以上では花粉稔性が低下し落花を起こす。
・光適応性：強光を必要とする（最低 1～ 3万 lux 以上、光飽和点は 7万 lux）。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、土質は通気 ･排水ともに良好で、保水性に富む壌土が
最適である。根系は広く発達し、乾燥条件に強いが加湿には弱い。
・土壌酸度適応性：弱酸性（pH5.5 ～ 6.5  最適 pH6.0）。
・�花芽分化：中日植物（日長と無関係で花芽形成が起こる植物）。第1花房は本葉2～3枚展開時（播
種後 25 ～ 30 日）、第 2花房は本葉 4～ 5 枚展開時（播種後 35 ～ 40 日）、第 3花房は本葉 6
～ 7 枚展開時（播種後 40 ～ 50 日）に、それぞれ分化が認められる。その後も連続的に花芽
が分化し、果実が発育する。花は両全花で自家受精。

・作型別栽培方法
（１）�促成栽培：8 ～ 9月播種、9～ 11月定植、11～ 7月収穫で 11～ 3月までは加温する作型。

播種～育苗までは高温期にあたり発芽不良や徒長苗になりやすく 11～ 3月は低温期に
あたりハウス内が過湿条件下になるので病気の発生が多くなる。

（２）�半促成栽培：10～1月播種、12～3月定植、3～7月収穫の作型。加温と無加温の作型があるが、
加温する作型では、3～4月収穫始期、無加温の作型では4～5月収穫始期になる。

（３）�早熟栽培：1 ～ 2月播種、3～ 5月定植、5～ 7月下旬収穫の作型。パイプハウスでの
栽培が多く、播種から育苗期は温床枠で育苗する。

（４）��普通栽培（夏秋雨よけ栽培）：2 ～ 4月播種、4～ 6月定植、6～ 11月まで収穫する作型。
主に冷涼地などの涼しい場所で栽培され夏越しを行う。

（５）�抑制栽培：5 ～ 7月播種、7～ 8月定植 9月頃から収穫し、無加温では 11月、加温では
2月頃まで行う。育苗期と定植期は高温期にあたり、苗の徒長、活着不良が起きやすい。


